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日本大学記録会結果　　　　7月17日　　　日大グラウンド
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100ｍ1次・シーズンベストの蓼沼（1） 　　100ｍ2次・シーズンベストの石坂（1）　　　　　　　800ｍ阿見（1）
　この日の日本大学記録会は1年生が中心となり出場しました。[image: image2.jpg]




 


 
100ｍ、200ｍに出場した石坂・蓼沼の一年生コンビは、それぞれ100ｍでシーズンベスト、蓼沼は200ｍで自己ベストと高校時代の走りが徐々に戻ってきています。800ｍの今井（3）と阿見（1）は練習メニューをあれこれ考え工夫しながら競技に取り組んでいますが、この日はちょっと消極的なレースとなってしいました。三段跳、大和田（4）は日本インカレ標準記録突破を目指しての出場でしたが、自己ベストは更新したものの15ｍジャンプとはなりませんでした。8月20日の大阪経済大学戦がラストチャンスとなります。
100m
石坂友章（1）　　 11秒11 (＋1.3)
蓼沼雅治（1）　　 11秒33 (＋0.2) 　　　 シーズンベスト
100m二次レース
石坂友章（1） 　　10秒96 (＋0.0) 　　　 シーズンベスト
蓼沼雅治（1）　　 11秒66 (＋0.0)
200m
石坂友章（1） 　　22秒18 (＋0.3)
蓼沼 雅治（1）　　22秒85 (＋0.6) 　　 　自己ベスト
800m
今井隼也（3） 　　2分01秒24
阿見優輝（1） 　　2分00秒49 　　　　　シーズンベスト
三段跳
大和田真慈（4）　 14m70 (＋0.0)　　　 　自己ベスト

国士舘大学競技会結果　　　　7月30日、31日　　国士舘多摩
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けがからの復帰戦、400ｍ・細矢（3）　　　　　110ｍＨ、野村（1）　　　　　　　100ｍ・10秒台の石坂（1）
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マネージャー、大崎（1）、一浦（2）　ビデオ撮影、マネージャーの熊谷（3）　　　　　　走り幅跳・深野（1）

　チームとしては物足りない結果となってしまいました。「このままじゃいけない」選手自身が危機感をもって競技に取り組まなければ弱体化していくだけです。
そんな中、一人気を吐いたのは800ｍの加藤（1）です。関東インカレ標準記録B（1分56秒00）の突破はなりませんでしたが、2試合続けて1分56秒台で走っています。大ばけの要素十分！また、100ｍ石坂（1）も2試合続けての10秒台で秋シーズンが楽しみになってきました。物足りなさの中でも一年生が頑張っています。

7月30日
100m
2組　±0.0
野村謙太 (1)　　　 12秒14
平田　翼 (1) 　　　11秒46
深野　元 (1)　　　 11秒84
8組　＋0.3
小池清志 (3) 　　  12秒51
10組　＋0.9
新井　健 (2)　　　 12秒18
17組　＋0.8
境田雄太 (1)　　　 11秒19
18組　＋1.2
若杉大祐 (2) 　　　11秒29
作井啓介 (4) 　　　11秒68
23組　＋0.8
石坂有章 (1)　　　 10秒98
24組　＋0.9
原島知照 (3)　　　 11秒12
200m
10組　－1.3
境田雄太 (1)　　　 22秒94
14組　－0.8
石坂有章 (1) 　　　22秒35

400m
6組
細矢孝幸 (3) 　　　53秒52
8組
羽田　匠 (3) 　　　52秒25
10組
平田　翼 (1)　　　 51秒61
800m
6組
阿見優輝 (1) 　　　2分00秒53
8組
加藤伸明 (1) 　　　1分56秒65
今井隼也 (3) 　　　2分01秒92
110mH
1組±0.0
野村謙太 (1)　　　 16秒28
三段跳
岩崎貴幸 (1) 　　　12m99 （±0.0）
新井　健 (2) 　　　12m60 （＋0.1）
4×100mR
1組
若杉、境田、平田、石坂 　　42秒71
4×400mR
境田、阿見、加藤、岩崎 　　3分25秒44

7月31日
走幅跳
深野　元（1）　　 　6ｍ18（+0.4）
長距離ブロックが元気です
～今年の箱根駅伝予選会は立川で10月15日（土）9時スタート～
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東大和南公園のトラックではインターバル、ペース走を徹底的に行ないました

[image: image11.jpg]




 


 
　　　　[image: image15.jpg]





多摩湖サイクリングロードでは繰り返し距離走を行ないました
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10月15日の箱根駅伝予選会まであと二ヶ月余りとなりましたが、7月の長距離ブロックは例年より約一ヶ月早く徹底的な走りこみを行ないました。同じような内容の練習メニューを毎週、繰り返し行い20Kを走れる体を作りあげました。これからの夏季合宿では、より密度の濃い走りこみを行い強靭な体力、スタミナを付け9月にはよりたくましいチームとなることを目指します。
7特に1年生が元気です。練習では積極的に集団を引っ張り、最後には先頭で競ってゴールする姿がほぼ毎回見られます。箱根の予選会では1年生9名全員でレギュラーを取ってやろうとの勢いがあります。上級生も例年以上に力が付いてきていますが、この1年生の勢いにタジタジです。
『上級生の安定感と1年生の勢い』で大きな飛躍を目指します！！！

伊藤乾司葵走会会長ご勇退、新会長に田辺譲（昭45年卒）がご就任
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総会で退任挨拶をされる伊藤前会長　　　　　　　田辺譲新会長　　　　　　　　会計・熊谷から伊藤会長へ花束贈呈

　7月9日、新宿東天紅において葵走会総会が開催され、8年間に亘って会長を務められた伊藤乾司会長（昭37）のご退任と田辺譲新会長（昭45）のご就任が決定しました。
伊藤前会長は2003年に今井中（昭30）元会長の任期満了に伴い会長に就任され、葵走会の発展だけでなく陸上競技部の強化に向けて陣頭指揮を執られました。昨年の創部90周年式典では、葵走会員のみならず大学関係者、支援者合わせ約200名の出席者で大盛会となり、ご就任以降の陸上競技部の大発展を象徴する会となりました。また、2005年から始まった強化10年計画の策定にもご尽力いただき箱根駅伝を目指す体制への舵取りも行なっていただきました。

今後は葵走会常任顧問として引き続き会発展のためにご尽力いただきます。
監督　上阪
